
　

斧
渕
地
区
に
は
、
新
潟
県
佐
渡
市
と
石
川
県
白は
く
さ
ん山
市
、

宮
崎
県
の
都
城
市
、
本
市
東
郷
町
の
４
県
５
カ
所
だ
け

に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
、
全
国
的
に
も
貴
重
な「
文

弥
節
人
形
浄
瑠
璃
」が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
、
ふ
る
さ
と
を
担
う
心
豊
か
な
子
ど

も
た
ち
の
育
成
の
た
め
、
校
外
活
動
促
進
事
業
と
し
て

「
子
供
人
形
浄
瑠
璃
」も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
16
年

度
に
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
、

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
は「
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
後
援

会
」も
発
足
し
、
次
は「
国
の
指
定
を
」と
、
文
化
あ
ふ

れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
て
地
区
が
一
丸
と
な

っ
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
世
代
間
交
流
事
業
を「
お
の
ぶ
ち
塾
」と
し
て

開
催
し
、
こ
れ
ま
で「
昔
な
が
ら
の
農
機
具
を
使
い
、

三
世
代
一
緒
に
な
っ
て
体
験
す
る
菜
種
お
と
し
」、「
小

学
校
の
緑
門
づ
く
り
」、

「
夜
空
を
彩
る
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
」

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
地
区
球

技
大
会
や
ラ
ジ
オ
体
操

会
・
東
郷
地
域
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
、
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全身で踊りながら人形を操ります。

■問合先
　斧渕地区コミュニティ協議会

■所在地
　〒 895-1106
　東郷町斧渕 299-6
　 ･ 0996（42）0864

文
化
財
・
イ
ベ
ン
ト

ごみのポイ捨てやめましょう！ごみのポイ捨てやめましょう！
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「
み
ん
な
で
咲
か
そ
う
安
全
・
安

心
の
ま
ち
東
郷
斧
渕　

守
り
続
け

よ
う
次
世
代
へ
」
を
目
標
に
地
域

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
努
め

て
い
ま
す
。

法界定印をした像は、日
本に一つしかない貴重な
遺跡です（小

こ う じ

路麿崖仏）。

地区住民に、長年親しま
れている東郷橋（通称：
赤橋）。斧渕地区の赤い
シンボルです。

　

東
郷
町
の
玄
関
口
に
あ
り
、
斧お
の
ぶ
ち渕
地
区
の
シ
ン
ボ

ル
と
も
い
え
る
東
郷
橋（
通
称:

赤
橋
）は
、
昭
和
10

年
に
当
時
10
万
円
の
工
費
で
東
郷
地
域
舟
倉
・
川
内

地
域
楠
元
の
間
に
架
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
川
内
地
域

へ
の
通
勤
な
ど
に
使
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
生
活
に

密
着
し
た
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
橋
で
す
。
現
在
は
、

旧
国
鉄
宮
之
城
線
の
跡
地
を
利
用
し
た
道
路
が
川
内

駅
近
く
ま
で
整
備
さ
れ
、
交
通
量
も
、
日
々
、
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
辺
り
の
川
は
水
が
と
て

も
き
れ
い
で
鮎
漁
が
盛
ん
な
た
め
、
晩
秋
に
は
屋
根

の
付
い
た
川
船
も
見
ら
れ
、
霧
の
深
い
時
期
に
浮
か

ん
だ
よ
う
に
見
え
る「
赤
橋
」は
、
風
情
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
斧
渕
地
区
は
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

商
店
街
、
東
郷
温
泉「
ゆ
っ
た
り
館
」な
ど
が
あ
る
東

郷
地
域
の
中
心
に
あ
り
、
世
帯
数
１
４
２
２
世
帯
、

人
口
３
６
８
２
人
、
高
齢
化
率
24
・
５
％
と
各
年
代

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
地
区
で
す
。
ま
た
、
急

速
な
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
平
成
５
年
か
ら

の
定
住
促
進
事
業
に
よ
り
地
区
以
外
か
ら
の
移
住
者

が
多
く
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
て
い
ま
す
。
川
内
川
流
域
の
自
然
豊
か
な
地
に

「
フ
ル
ー
ツ
の
里
」「
安
全
・
安
心
」「
学
び
あ
う
」な
ど

を
目
標
に
掲
げ
、
自
然
輝
く
斧
渕
づ
く
り
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
夏
は
ブ
ド
ウ
、
秋
は
ナ
シ
・

ミ
カ
ン
、
冬
は
イ
チ
ゴ
と
四
季
折
々
の
甘
〜
い
果
物

も
楽
し
め
ま
す
よ
。

　

斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、「
人
・

心
・
自
然
あ
ふ
れ
る
斧
渕
」を
テ
ー
マ
に
、
一
人
一

人
が
自
覚
し
、
一
人
一
人
が
創
り
、
一
人
一
人
が
育

み
、
交
流
躍
動
す
る
地
域
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
や
基
本
方
針
を
定
め
、
次
の
四
つ
の
ゾ
ー
ン
を

設
け
て
地
域
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

①
農（
食
）住
・
い
き
い
き
ゾ
ー
ン　
　
　

　

②
う
め
ー
ふ
れ
あ
い（
交
流
）ゾ
ー
ン

　

③
諏
訪
わ
く
わ
く
学
習
体
験
ゾ
ー
ン

　

④
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
ゾ
ー
ン

　

こ
れ
ら
の
ゾ
ー
ン
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
活
性
化

を
図
り
、
地
区
協
議
会
の
自
立
・
自
興
を
心
が
け
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

〜 

東
郷
地
域
斧
渕
地
区
編 

〜

〜 

東
郷
地
域
斧
渕
地
区
編 

〜

子どもたちも楽しめる「おのぶち塾」


